
経緯
「ラニラピッド錠0.1mg」について、従来の原薬の製造終了に伴い、代替原薬による製剤(変更
品)の出荷が予定されておりましたが、安定性試験において溶出率の低下傾向が認められた
ことから、変更品の出荷が停止されることとなりました。
（ 「ラニラピッド錠0.05mg」については、製造方法が0.1mg製剤と異なるため、変更品において
も溶出率の低下傾向は確認されておりません。）

院内処方
0.1㎎製剤が供給されない期間に限り、0.05㎎製剤を一時的に代替採用とし、

処方オーダできるようにする（その間、0.1mg製剤はオーダ停止とする）。

院外処方
0.1mg製剤の在庫が無くなった時点で、0.05mg製剤へ処方を変更する（その間、

0.1mg製剤はオーダ停止とする）。
なお、0.1mg製剤が処方されてから調剤薬局の在庫が無くなった場合には、
調剤薬局側で0.05mg製剤へ変更を行う。この時、疑義照会なしで、後日変
更内容を文書にて病院側へ連絡する。

具体的な対応策

強心配糖体「ラニラピッド錠0.1mg」の出荷停止に伴い、「ラニラピッド錠0.05mg」を
代替薬として使用することとします。

ラニラピッド錠0.1mg ラニラピッド錠0.05mg

現在の採用区分 院内・院外 院外のみ

※各診療科における「ラニラピッド錠0.1mg」の処方状況は裏面参照

出荷停止 代替薬

DRUG INFORMATION

ラニラピッド錠0.1mgの出荷停止に伴う対応について
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（文責：山内）

診療科 処方量(錠) 患者数(人)

2内科 8,861 46

1内科 1,263 14

1外科 1,151 9

脳神経外科 792 7

総合内科 828 4

3内科 476 8

泌尿器科 134 2

精神神経科 96 1

2外科 93 3

耳鼻咽喉科 63 1

皮膚科 55 3

整形外科 35 2

口腔外科 32 1

高次救命ｾﾝﾀｰ 31 5

神経内科 22 1

麻酔科 4 5

眼科 4 1

合計 13,940 94

≪参考≫ ラニラピッド錠0.1mg処方状況（直近1年間）

不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)までご連絡下さい。

以上の診療科にて本剤が処方されておりますので、各診療科の先生方はご留意お願い致します。

なお、「ラニラピッド錠0.1mg」の供給再開が確認され次第、再度ご連絡致します。


